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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者の血液を体外循環させる際に使用される複数の部品を組み立ててなる血液循環回路
の上記部品を体外循環時に保持しておくための板状の保持部材と、上記部品を包装する板
状の包装部材との組み合わせであって、
　上記保持部材及び上記包装部材は搬送用の箱に収容されるものであり、
　上記包装部材は、上記保持部材に保持された上記血液循環回路を該保持部材と共に上記
箱の開放側から被覆するように形成された被覆部を有し、該被覆部には、該被覆部から上
記血液循環回路の側方まで延びる保持部が設けられ、
　上記部品が保持された状態の上記保持部材の縁部は、上記包装部材の保持部に対向する
ように配置され、該保持部材を上記包装部材に対し位置決めする位置決め部であることを
特徴とする血液循環回路の保持部材と包装部材との組み合わせ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、患者の血液を体外循環させる血液循環回路の保持部材と包装部材との組み合
わせに関し、特に、使用前の包装されている状態で包装部材内での不用意な動きを抑制で
きる構造の技術分野に属する。
【背景技術】
【０００２】
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　従来より、使用前の血液循環回路は、特許文献１、２に開示されているような包装部材
を用いて包装されている。
【０００３】
　特許文献１の包装部材は、血液循環回路を構成する複数の部品をそれぞれ保持するため
複数の窪みを有している。この包装部材は袋に収容されるようになっており、血液循環回
路は包装部材で保持された状態で袋に収容されたまま、使用場所まで搬送される。
【０００４】
　ところで、血液循環回路には高い安全性が要求されるので、搬送時に振動や衝撃を受け
ても損傷しないようにしなければならない。搬送時に特に問題となるのは、血液循環回路
のチューブに無理な力がかかって折れた形状のままとなってしまう、いわゆるキンクと呼
ばれる不具合が発生することである。キンクが生じたまま、長期間保管すると、特に合成
樹脂製チューブの場合、チューブ内腔が閉塞したままで使用されることになり、プライミ
ング作業や体外血液循環を行う際に不都合となっていた。このような不具合を防止するた
めに、特許文献１の包装部材を使用する場合には、別の搬送用の箱に収容して保護するこ
とが一般的に行われている。
【０００５】
　特許文献２の包装部材は、血液循環回路を収容して保護可能な樹脂製の箱である。この
包装部材を用いる場合には、血液循環回路を包装部材の内部に入れた後、各部品を面ファ
スナーや粘着テープ等で固定する。これにより、血液循環回路の各部品が箱の内部で不用
意に動かないようにして、血液循環回路の損傷を防止している。
【特許文献１】特開２００２－６９９号公報
【特許文献２】特開２００２－８５５２１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところが、特許文献２のような箱状の包装部材は、血液循環回路を保護することができ
る反面、各部品を面ファスナーや粘着テープで固定していく作業が発生するので、包装作
業が煩雑である。
【０００７】
　本発明は斯かる点に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、簡単な包装
作業としながらも、包装された状態の血液循環回路が不用意に動かないようにして損傷を
抑制することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明では、血液循環回路を構成する部品を保持しておく
ために該血液循環回路が備えている保持部材を利用して、包装状態にある血液循環回路の
部品が不用意に動かないようにした。
【０００９】
　具体的には、第１の発明では、患者の血液を体外循環させる際に使用される複数の部品
を組み立ててなる血液循環回路の上記部品を体外循環時に保持しておくための板状の保持
部材と、上記部品を包装する板状の包装部材との組み合わせであって、上記保持部材及び
上記包装部材は搬送用の箱に収容されるものであり、上記包装部材は、上記保持部材に保
持された上記血液循環回路を該保持部材と共に上記箱の開放側から被覆するように形成さ
れた被覆部を有し、該被覆部には、該被覆部から上記血液循環回路の側方まで延びる保持
部が設けられ、上記部品が保持された状態の上記保持部材の縁部は、上記包装部材の保持
部に対向するように配置され、該保持部材を上記包装部材に対し位置決めする位置決め部
であることを特徴とする構成とする。
【００１０】
　この構成によれば、保持部材が位置決め部によって包装部材に対し位置決めされる。こ
の保持部材には血液循環回路の部品が保持されていることから、該部品が不用意に動き難
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くなる。
【００１１】
　また、位置決め部を構成する部材等を別途設けることなく、保持部材の縁部により位置
決め部が得られる。
【発明の効果】
【００１２】
　第１の発明によれば、血液循環回路を構成する部品を体外循環時に保持しておくための
保持部材に、包装部材に位置決めされる位置決め部を設けたので、体外循環時に使用され
る保持部材を包装時にも利用して、面ファスナや粘着テープ等で包装部材に固定する作業
を行うことなく、簡単な包装作業により、部品が不用意に動かないようにできる。これに
より、血液循環回路のキンクや医療器具等の損傷を抑制できる。
【００１３】
　また、保持部材を板状に形成し、位置決め部を保持部材の縁部で構成したので、位置決
め部を簡単に得ることができ、コストを低減できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて詳細に説明する。尚、以下の好ましい実施形
態の説明は、本質的に例示に過ぎず、本発明、その適用物或いはその用途を制限すること
を意図するものではない。
【００１５】
　図１は、本発明の実施形態に係る血液循環回路であるＣＨＤＦ（持続的血液濾過透析）
回路２を示すものである。この実施形態の説明では、ＣＨＤＦ回路２に本発明を適用した
場合について説明するが、本発明の適用範囲は、ＣＨＤＦ回路２に限られるものではなく
、患者の血液を体外循環させて各種処理を行う際に用いられる様々な血液循環回路に適用
することができる。
【００１６】
　ＣＨＤＦ回路２は、図２に示すように、搬送用の箱１０１に収容された状態で後述の包
装部材１により覆われて医療現場まで搬送されるようになっている。
【００１７】
　ＣＨＤＦ回路２は、複数の部品を組み立ててなるものであり、血液濾過器１０と、血液
回路１１と、透析液回路１２と、第１及び第２パネル（保持部材）１３，１４とを備えて
いる。血液濾過器１０は、多数の中空糸を筒状のケース１０ａに収容してなるものである
。血液回路１１は、血液濾過器１０の血液流路に接続されるチューブ１１ａ、図示しない
血液ポンプによりしごかれるしごきチューブ１１ｂ等からなる。また、透析液回路１２は
、ろ液バッグ１２ａ、補液・透析液バッグ１２ｂ、血液濾過器１０の透析液流路に接続さ
れるチューブ１２ｃ等からなる。チューブ１２ｃは、ろ液バッグ１２ａ及び補液・透析液
バッグ１２ｃにも接続されている。
【００１８】
　第１パネル１３は、透明な樹脂材を矩形状に成形してなるものであり、４つの隅のうち
の１つに切欠部１３ａが設けられた形状となっている。この第１パネル１３には、血液回
路１１のチューブ１１ａの中途部が固定される複数の固定部１３ｂと、透析液回路１２の
チューブ１２ｃの中途部が固定される複数の固定部１３ｃと、しごきチューブ１１ｂが固
定される固定部１３ｄと、血液回路１１のチューブ１１ａの中途部に設けられた柱状の圧
力センサ１１ｃが嵌る開口部１３ｅと、位置決め部１３ｇとが設けられている。
【００１９】
　各固定部１３ｂ，１３ｃ，１３ｄは、第１パネル１３の周縁部から延出する板状をなし
ており、それぞれ切れ込み部１３ｆを有している。各切れ込み部１３ｆにチューブ１１ａ
，１１ｂ，１２ｃを径方向に挿入することで、チューブ１１ａ，１１ｂ，１２ｃが切れ込
み部１３ｆの縁部により挟まれた状態となって第１パネル１３に固定されるようになって
いる。また、しごきチューブ１１ｂは、第１パネル１３の切欠部１３ａ内に位置している
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。また、第１パネル１３には、透析液回路１２のチューブ１２ｃが粘着テープＴによって
も固定されている。図１における符号１７は、チューブ１１ａを巻いた状態で保持してお
くための紐であり、使用時にはほどく。
【００２０】
　位置決め部１３ｇは、第１パネル１３の切欠部１３ａ側の縁部で構成されており、直線
状に延びている。位置決め部１３ｇは、後述する包装部材１の右側保持部２８に対し位置
決めされるようになっている。
【００２１】
　第２パネル１４は、透明な樹脂材を長方形状に成形してなるものである。第２パネル１
４の長辺寸法は、第１パネル１３の長辺寸法（図１の上下方向の寸法）よりも長く設定さ
れ、第２パネル１４の短辺寸法（図１の左右方向の寸法）は、第１パネル１３の短辺寸法
よりも短く設定されている。この第２パネル１４には、透析液回路１２のチューブ１２ｃ
の中途部が固定される複数の固定部１４ａと、透析液回路１２のチューブ１２ｃの中途部
に設けられた柱状の圧力センサ１２ｄが嵌る開口部１４ｂと、一対の位置決め部１４ｄ，
１４ｄとが設けられている。固定部１４ａは、第１パネル１３の固定部１３ｂ，１３ｃ，
１３ｄと同様に切れ込み部１４ｃを有している。ろ液バッグ１２ａ及び補液・透析液バッ
グ１２ｂは、各々、筒状に巻かれた状態で紐１８により第２パネル１４に縛り付けられて
いる。
【００２２】
　位置決め部１４ｄ，１４ｄは、第２パネル１４の短辺側の両縁部でそれぞれ構成されて
おり、互いに略平行に直線状に延びている。位置決め部１４ｄ，１４ｄは、包装部材１の
左側及び右側保持部２７，２８の対し位置決めされるようになっている。
【００２３】
　ＣＨＤＦ回路２の使用時には、ろ液バッグ１２ａ及び補液・透析液バッグ１２ｂを第２
パネル１４から取り外し、第１及び第２パネル１３，１４を透析装置（図示せず）に取り
付けて使用する。つまり、第１及び第２パネル１３，１４は、ＣＨＤＦ回路２の一部を構
成するものである。
【００２４】
　上記のように構成されたＣＨＤＦ回路２は、図１１に示すように、滅菌状態を維持する
ための梱包袋１００に入れられ、この状態で図２に示すように搬送用の箱１０１に収容さ
れる。
【００２５】
　上記ＣＨＤＦ回路２を収容する箱１０１について図２を参照しながら説明すると、この
箱１０１は、段ボールからなり、平面視で長方形状の開放口１０１ａを有するように形成
されている。箱１０１の蓋１０１ｂは、箱１０１の長辺部分に連なって設けられている。
【００２６】
　次に、包装部材１の構造について説明する。包装部材１は、１枚の段ボールＡ（図９に
示す）を折り曲げ成形してなるものであり、図２に示すようにＣＨＤＦ回路２を被覆する
被覆部２０と、箱１０１の長辺方向に延びる両側壁１０１ｃ，１０１ｄに沿って、かつ、
上下方向に延びる第１及び第２側板２１，２２とを備えている。尚、この実施形態の説明
では、説明の便宜を図るために、図２の下側を包装部材１の左側といい、同図の上側を包
装部材１の右側といい、同図の左側を包装部材１の奥側といい、同図の右側を包装部材１
の手前側というものとする。
【００２７】
　段ボールＡの芯材（図示せず）は、波形の断面形状を有しており、この実施形態では、
波の連続する方向が包装部材１の左右方向となるように段ボールＡの向きが設定されてい
る。上記第１及び第２側板２１，２２は、段ボールＡにおける芯材の波形が連続する方向
、即ち、左右方向に延びる折線により折り曲げられ、左右方向に延びるリブを構成してい
る。
【００２８】
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　図３及び図４に示すように、被覆部２０は、箱１０１の開放口１０１ａに略一致する長
方形の平板形状に形成されており、箱１０１に収容されたＣＨＤＦ回路２を上方から覆っ
て押さえるためのものである。第１側板２１は、被覆部２０の奥側の縁部に連なって設け
られている。第２側板２２は、被覆部２０の手前側の縁部に連なって設けられている。
【００２９】
　被覆部２０の奥側には、被覆部２０の長辺に沿って延びるスリット２３が形成されてい
る。スリット２３の長さは、被覆部２０の長辺寸法よりも短く設定されている。スリット
２３は、被覆部２０の左右方向の中間部に位置している。このスリット２３を形成する際
に抜いた部分は、第１側板２１の上縁部に一体に設けられており、該第１側板２１の上部
を構成している。第１側板２１の上下方向の寸法は、箱１０１の深さに略一致している。
【００３０】
　被覆部２０の奥側の左右の両隅部近傍には、ＣＨＤＦ回路２の被覆部２０により覆われ
た部分の位置調整を行うための左側及び右側位置調整用貫通孔２４，２５が形成されてい
る。図４に示すように、左側位置調整用貫通孔２４は右側位置調整用貫通孔２５よりも被
覆部２０の内寄りに位置している。
【００３１】
　左側及び右側位置調整用貫通孔２４，２５は、共に同じ円形状とされている。左側及び
右側位置調整用貫通孔２４，２５の大きさは、少なくとも指が１本が入る程度の大きさが
好ましく、より好ましくは複数本の指が入る大きさ（例えば、直径４０ｍｍ程度）である
。尚、左側及び右側位置調整用貫通孔２４，２５の形状は、円形に限られるものではなく
、長円形、多角形状であってもよい。
【００３２】
　図５～図８に示すように、被覆部２０の左側及び右側には、左側及び右側保持部２７，
２８がそれぞれ設けられている。左側及び右側保持部２７，２８は、被覆部２０の一部を
折り曲げ成形してなるものであり、被覆部２０には、図３にも示すように、左側保持部２
７を形成したことによる左側切欠部３０と、右側保持部２８を形成したことによる右側切
欠部３１とが設けられている。
【００３３】
　図８に示すように、左側保持部２７は、被覆部２０における左側切欠部３０の縁部から
下方へ向かい、かつ、下側に行くほど右側に位置するように傾斜して延びる傾斜板部２７
ａと、傾斜板部２７ａの下縁に連なり左側へ延びる下板部２７ｂとで構成されている。
【００３４】
　右側保持部２８は、被覆部２０における右側切欠部３１の縁部から下方へ向かい、かつ
、下側に行くほど左側に位置するように延びる傾斜板部２８ａと、傾斜板部２８ａの下縁
に連なり右側へ延びる下板部２８ｂとで構成されている。図４に示すように、左側保持部
２７の下板部２７ｂの左右方向の寸法は、右側保持部２８の下板部２８ｂの左右方向の寸
法よりも長く設定されている。左側保持部２７の傾斜板部２７ａと、右側保持部２８の傾
斜板部２８ａとの離間寸法は、ＣＨＤＦ回路２の第２パネル１４の長手方向の寸法よりも
若干広めに設定されており、これら傾斜板部２７ａ，２８ａの間に第２パネル１４が第１
パネル１３と共に位置するようになっている。
【００３５】
　図３に示すように、被覆部２０の左側及び右側保持部２７，２８の近傍には、ＣＨＤＦ
回路２の被覆部２０により覆われた部分を被覆部２０で覆ったままの状態で視認するため
の左側及び右側視認用貫通孔３３，３４がそれぞれ形成されている。図４に示すように、
左側視認用貫通孔３３の左縁部は、左側切欠部３０の縁部と一致して左右方向と直交する
方向に延び、また、左側視認用貫通孔３３の右縁部は、円弧状に延びている。つまり、左
側視認用貫通孔３３は、略半円形状となっている。左側視認用貫通孔３３の円弧部分の半
径は、位置調整用貫通孔２４の半径と略同じに設定されているが、互いに異ならせてもよ
い。右側視認用貫通孔３４も同様に略半円形状となっている。
【００３６】
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　被覆部２０の手前側には、図２に示すように、血液濾過器１０を保持するための濾過器
保持部３５が設けられている。図４に示すように、濾過器保持部３５は、倒した状態の血
液濾過器１０が嵌るように形成された開口部３５ａと、開口部３５ａの周縁部から延び、
血液濾過器１０の外面に対向するように位置する第１～第３支え板３５ｂ～３５ｄとを備
えている。
【００３７】
　開口部３５ａは、左右方向に長い長方形状をなしており、被覆部２０の左寄りに位置し
ている。図８に示すように、第１支え板３５ｂは、開口部３５ａの左縁部から下方へ向け
て延び、下側へ行くほど左側に位置するように傾斜しており、開口部３５ａに嵌めた状態
の血液濾過器１０を左側から支えるものである。第２支え板３５ｃは、開口部３５ａの右
縁部から下方へ向けて延び、下側へ行くほど右側に位置するように傾斜しており、開口部
３５ａに嵌めた状態の血液濾過器１０を右側から支えるものである。図５及び図６に示す
ように、第３支え板３５ｄは、開口部３５ａの奥側の縁部から下方へ向けて延び、下側へ
行くほど奥側に位置するように傾斜しており、開口部３５ａに嵌めた状態の血液濾過器１
０をその奥側から支えるものである。第１～第３支え板３５ｂ～３５ｄの下縁部は、第１
及び第２側板２１，２２の下縁部よりも上方に位置しており、第１及び第２側板２１，２
２の下縁部が箱１０１の底面に当接した状態で、第１～第３支え板３５ｂ～３５ｄの下縁
部は箱１０１の底面から上方に離れるようになっている。
【００３８】
　上記第１～第３支え板３５ｂ～３５ｄは、開口部３５ａを形成する際に抜いた部分を折
り曲げ成形してなるものである。第３支え板３５ｄは、段ボールＡにおける芯材の波形が
連続する方向に延びる折線により折り曲げられたリブを構成している。
【００３９】
　また、開口部３５ａを形成する際に抜いた部分の一部は、第２側板２２に一体に設けら
れており、該第２側板２２の下部を構成している。
【００４０】
　また、被覆部２０の奥側は、手前側に比べて上方に位置しており、被覆部２０は全体と
して手前側に向かって下降傾斜している。
【００４１】
　次に、上記のように構成された包装部材１を製造する場合について図９に基づいて説明
する。まず、１枚の段ボールＡを用意する。この段ボールＡの厚さとしては、例えば２ｍ
ｍ程度が好ましい。
【００４２】
　そして、段ボールＡには、スリット２３を形成するための切込ａ１、左側保持部２７を
形成するための切込ａ２、右側保持部２８を形成するための切込ａ３、開口部３５ａ及び
第１～第３支え板３５ｂ～３５ｄを形成するための切込ａ４を入れる。各切込ａ１～ａ４
を便宜上、破線にて示す。また、左側及び右側位置調整用貫通孔２４，２５及び左側及び
右側視認用貫通孔３３，３４を形成するために、対応する部位を切り抜く。
【００４３】
　しかる後、折線（一点鎖線で示す）に沿って段ボールＡの各部を折ることで、被覆部２
０、第１及び第２側板２１，２２、左側及び右側保持部２７，２８、スリット２３、開口
部３５ａ、第１～第３支え板３５ｂ～３５ｄが一体に形成される。第１～第３支え板３５
ｂ～３５ｄを、開口部３５ａを形成する際に抜く部分を折り曲げ成形することで得るよう
にしたので、材料の有効活用が図られる。
【００４４】
　次に、上記ＣＨＤＦ回路２を包装する場合について説明する。まず、図１に示すように
、ＣＨＤＦ回路２を展開した状態にする。そして、図１０に示すように、第２パネル１４
を第１パネル１３の上に重ねる。このとき、第２パネル１４に固定されているバッグ１２
ａ，１２ｂが第２パネル１４と第１パネル１３とで挟まれるようにしておく。第２パネル
１４を第１パネル１３に重ねた状態のＣＨＤＦ回路２を図１１に示すように梱包袋１００
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に収容する。梱包袋１００の表側は透明である。
【００４５】
　その後、図１２に示すように、ＣＨＤＦ回路２を箱１０１に収容する。このとき、血液
濾過器１０が箱１０１の手前側に位置し、第１及び第２パネル１３，１４が奥側に位置す
るようにしておく。
【００４６】
　しかる後、図２に示すように、包装部材１を箱１０１に収容すると、被覆部２０により
ＣＨＤＦ回路２の第１及び第２パネル１３，１４が血液回路１１及び透析液回路１２と共
に上方から覆われる。第１及び第２パネル１３，１４と、血液回路１１及び透析液回路１
２は、包装部材１の左右の傾斜板部２７ａ，２８ａの間に位置付けておき、また、血液濾
過器１０は、開口部３５ａに嵌めておく。箱１０１に収容された包装部材１の第１及び第
２側板２１，２２は箱１０１の側壁１０１ｃ，１０１ｄに沿って延びるように位置するの
で、包装部材１を箱１０１内で安定させることが可能になる。
【００４７】
　そして、作業者は、左側及び右側視認用貫通孔３３，３４を覗き込む。すると、被覆部
２０により覆われた第１及び第２パネル１３，１４や、血液回路１１、透析液回路１２を
目視することができる。これにより、例えば、第２パネル１４が左右の傾斜板部２７ａ，
２８ａの間からずれているか否かを、被覆部２０をそのままにした状態で確認できる。第
２パネル１４がずれている場合には、作業者は、左側及び右側位置調整用貫通孔２４，２
５に指を差し込んで、第２パネル１４を梱包袋１０１の上から摘んだり、押したりして第
２パネル１４の位置を調整することができる。このとき、左側及び右側視認用貫通孔３３
，３４を覗き込んでおくことで、第２パネル１４の位置を把握しながら位置調整を行うこ
とができる。第２パネル１４以外にも、第１パネル１３や、血液回路１１のチューブ１１
ａ及び透析液回路１２の各チューブ１２ｃ等の位置調整も同様にして行うことができる。
【００４８】
　尚、左側及び右側視認用貫通孔３３，３４に指を差し込んで第２パネル１４等の位置調
整を行うこともできるし、左側及び右側位置調整用貫通孔２４、２５を覗き込んで第１及
び第２パネル１３，１４や、血液回路１１、透析液回路１２を目視することもできる。
【００４９】
　このようにして第１及び第２パネル１３，１４、血液回路１１、透析液回路１２の位置
調整を行うと、第１及び第２パネル１３，１４、血液回路１１、透析液回路１２は、被覆
部２０により上方から押さえられる。
【００５０】
　さらに、図４に仮想線で示すように、第１パネル１３の位置決め部１３ｇが右側保持部
２８の傾斜板部２８ａに対向し、該傾斜板部２８ａに対し位置決めされて、第１パネル１
３及び第１パネル１３に保持されているチューブ１１ａや圧力センサ１１ｃの不用意な動
きが抑制される。また、同図に示すように、第２パネル１４の位置決め部１４ｄ，１４ｄ
が左側保持部２７の傾斜板部２７ａ及び右側保持部２８の傾斜板部２８ａに対向し、該傾
斜板部２７ａ，２８ａに対し位置決めされて、第２パネル１４及び第２パネル１４に保持
されているチューブ１２ｃや圧力センサ１２ｄの不用意な動きが抑制される。
【００５１】
　また、被覆部２０には、第１及び第２側板２１，２２、第２支え板３５ｃが形成されて
いるので、これらがリブとして機能して被覆部２０の剛性が高まり、その結果、第１及び
第２パネル１３，１４、血液回路１１、透析液回路１２をしっかりと押さえておくことが
できる。
【００５２】
　また、開口部３５ａに嵌った血液濾過器１０は、第１～第３支え板３５ｂ～３５ｄによ
り３方向から支えられるので安定する。
【００５３】
　包装された状態のＣＨＤＦ回路２を搬送する際には、振動や衝撃を受けることがあるが
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、第１及び第２パネル１３，１４、血液回路１１、透析液回路１２が被覆部２０により覆
われて箱１０１の底面に押し付けられており、しかも、左側及び右側保持部２７ａ，２８
ａにより左右方向の位置決めがなされているので、上述の如く不用意に動くことはなく、
キンク等の損傷が起こることは殆どない。また、血液濾過器１０はチューブ１１ａ，１２
ｃとは別に保持されているので、血液濾過器１０がチューブ１１ａ，１２ｃに損傷を与え
ることもない。
【００５４】
　また、第１及び第２側板２１，２２は、箱１０１の側壁１０１ｃ，１０１ｄに沿って上
下方向に延びているので、箱１０１の潰れも防止できる。
【００５５】
　以上説明したように、この実施形態に係る血液循環回路２によれば、血液循環回路２を
構成する血液回路１１や透析液回路１２を体外循環時に保持しておくための第１パネル１
３及び第２パネル１４に、包装部材１に位置決めされる位置決め部１３ｇ，１４ｄを設け
たので、体外循環時に使用される第１及び第２パネル１３，１４を包装時にも利用して、
面ファスナや粘着テープ等で包装部材１０１に固定する作業を行うことなく、簡単な包装
作業により、血液回路１１や透析液回路１２が不用意に動かないようにできる。これによ
り、損傷を抑止できる。
【００５６】
　また、位置決め部１３ｇ，１４ｄを第１及び第２パネル１３，１４の縁部で構成したの
で、位置決め部１３ｇ，１４ｄを簡単に得ることができ、コストを低減できる。
【００５７】
　また、第１及び第２パネル１３，１４にそれぞれ位置決め部１３ｇ、１４ｄを設けたの
で、各パネル１３，１４に保持された血液回路１１や透析液回路１２をそれぞれ適切な位
置に位置決めでき、前述のキンクや損傷を未然に防止できる。
【００５８】
　尚、上記実施形態では、位置決め部１３ｇ，１４ｄを箱１０１とは別の包装部材１に対
し位置決めするようにしたが、これに限らず、箱１０１に位置決めするようにしてもよい
。
【産業上の利用可能性】
【００５９】
　以上説明したように、本発明は、例えば、搬送用の箱に収容して医療現場まで搬送され
て使用される血液循環回路に適している。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】実施形態に係るＣＨＤＦ回路の平面図である。
【図２】包装部材の使用状態を示す斜視図である。
【図３】包装部材の斜視図である。
【図４】包装部材の平面図である。
【図５】包装部材の左面図である。
【図６】包装部材の右面図である。
【図７】包装部材の背面図である。
【図８】包装部材の正面図である。
【図９】包装部材を構成する段ボールの展開図である。
【図１０】ＣＨＤＦ回路を折り畳んだ状態の平面図である。
【図１１】ＣＨＤＦ回路を梱包袋に収容した状態を示す図である。
【図１２】ＣＨＤＦ回路を箱に収容した状態を示す図である。
【符号の説明】
【００６１】
１　　　　　　　包装部材
２　　　　　　　ＣＨＤＦ回路（血液循環回路）
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１３，１４　　　第１及び第２パネル（保持部材）
１３ｇ　　　　　位置決め部
１４ｄ　　　　　位置決め部
１００　　　　　梱包袋
１０１　　　　　箱
Ａ　　　　　　　段ボール

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】
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